
　
建
設
業
の
景
況
感
は
２
０
１
３
年
１
年
間
で
大
き
く
改
善
し
た
。
長
年
続
い
た

右
肩
下
が
り
か
ら
、

年
を
底
に
し
て
建
設
投
資
が
上
昇
に
転
じ
、

年
度
の
緊

急
経
済
対
策
に
関
わ
る
大
型
補
正
予
算
関
連
の
工
事
が
進
ん
で
い
る
ほ
か
、

年

秋
に
２
０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
東
京
開
催
が
決
ま
り
、

長
期
的
な
視
野
が
広
が
っ
た
こ
と
も
、
景
況
感
の
改
善
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
人

手
不
足
や
資
材
価
格
の
上
昇
に
よ
る
コ
ス
ト
増
の
た
め
、
売
り
上
げ
が
増
え
て
い

る
程
に
は
利
益
が
伸
び
て
い
な
い
状
況
に
は
あ
る
も
の
の
、
よ
う
や
く
建
設
デ
フ

レ
か
ら
の
脱
却
が
見
え
て
き
て
い
る
。

国土交通省および建設経済研究所

表１　建設投資の推移

（ 年国勢調査を基に建設経済研究所作成）

表２　技能労働者の年齢分布

建
設
デ
フ
レ
脱
却
と
今
後
の
方
向
建
設
経
済
研
究
所
研
究
理
事
角
す
南
な
み
　
国
隆
く
に
た
か

若
手
人
材
の
育
成
が
課
題

強じんな社会をつくる
建設産業

景
況
感
大
幅
に
改
善
大
型
補
正
予
算
で
事
業
費
確
保

（ ） 【広告特集】 ２０１４年 平成２６年 ２月２８日 金曜日 　　

　
東
日
本
大
震
災
以
降
、
技

能
労
働
者
不
足
が
顕
在
化
し

て
い
る
。
東
北
や
関
東
で
の

地
域
的
現
象
と
し
て
始
ま
っ

た
が
、
現
在
で
は
全
国
的
に

不
足
感
が
強
ま
っ
て
い
る
。

特
に
、
建
築
分
野
で
の
鉄
筋

工
、
型
枠
工
の
不
足
が
顕
著

で
あ
り
、
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は

「
仕
事
は
あ
る
の
に
労
賃
上

昇
で
採
算
が
と
れ
な
い
の
で

受
注
し
な
い
」
と
い
う
事
例

も
発
生
し
て
い
る
。
ま
た
２

月
に
入
り
、
東
京
都
世
田
谷

区
な
ど
で
入
札
不
調
の
た
め

保
育
園
の
開
園
が
遅
れ
る
事

例
が
マ
ス
コ
ミ
で
広
く
取
り

上
げ
ら
れ
て
お
茶
の
間
の
話

題
と
な
っ
て
い
る
。

　
バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
、
右
肩

下
が
り
の
建
設
投
資
で
人
余

り
状
態
が
続
い
た
こ
と
と
少

子
化
に
よ
り
、
新
規
入
職
者

が
減
少
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

建
設
投
資
が
増
加
に
転
じ
た

た
め
技
能
労
働
者
不
足
が
顕

在
化
し
た
。
前
述
し
た
最
近

の
建
設
投
資
急
増
に
よ
り
発

生
し
て
い
る
事
例
で
は
あ
る

が
、
国
勢
調
査
で
技
能
労
働

者
の
年
齢
分
布

表
２

を

見
る
と
、
「
こ
の
人
手
不
足

は
一
時
的
現
象
で
は
な
く
、

構
造
的
問
題
で
あ
る
」
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
る
。

　
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
カ
ー
な
ら

ば
既
に
団
塊
の
世
代
の
大
半

が
退
職
し
て
い
る
。
し
か

し
、
型
枠
大
工
を
２
０
１
０

年
国
勢
調
査
で
見
る
と
、
ま

だ
多
く
が
現
役
と
し
て
頑
張

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
、
さ
す
が
の
彼
ら
も

今
後
数
年
で
順
次
引
退
し
て

い
く
だ
ろ
う
。

　
保
育
園
の
開
園
延
期
に
見

ら
れ
る
入
札
不
調
は
、
デ
フ

レ
か
ら
脱
却
し
つ
つ
あ
る
建

設
業
界
と
デ
フ
レ
思
考
か
ら

ま
だ
抜
け
き
っ
て
い
な
い
発

注
者
と
の
間
の
認
識
の
ズ
レ

か
ら
発
生
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
高
齢
化
し
て
い

る
職
人
の
引
退
を
考
え
る

と
、
早
急
に
手
を
打
た
な
け

れ
ば
「
発
注
は
あ
る
の
に
、

本
当
の
人
手
不
足
で
施
工
で

き
な
い
」
事
態
に
陥
り
か
ね

な
い
。

　
政
府
は
物
価
ス
ラ
イ
ド
条

項
の
活
用
や
、
社
会
保
険
未

加
入
対
策
、
公
共
工
事
設
計

労
務
単
価
の
引
き
上
げ
な
ど

建
設
労
働
者
の
処
遇
改
善
に

取
り
組
み
つ
つ
あ
る
。
ま

た
、
建
設
業
界
も
研
修
の
充

実
や
建
設
業
に
興
味
を
も
っ

て
も
ら
う
た
め
の
活
動
を
工

夫
し
て
い
る
。
し
か
し
、
他

産
業
と
の
人
材
獲
得
競
争
は

今
後
激
化
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
中
、
団
塊
世
代
が
抜

け
た
穴
を
埋
め
る
た
め
に
は

相
当
数
の
新
規
入
職
者
が
必

要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

個
々
の
建
設
企
業
も
若
手
人

材
の
確
保
・
育
成
を
先
送
り

せ
ず
、
着
手
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

建
設
投
資
の
増
加

　
わ
が
国
の
建
設
投
資
額

表
１

は
１
９
９
２
年
度

の

兆
円
の
ピ
ー
ク
か
ら
ほ

ぼ
一
貫
し
て
減
少
し
、
２
０

１
０
、

年
度
に
は

兆
円

ま
で

年
間
で
ほ
ぼ
半
減
し

た
。
そ
の
後
、
東
日
本
大
震

災
の
復
旧
・
復
興
事
業
に
よ

り
増
加
に
転
じ
、
こ
れ
に
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
第
２
の
矢
で

あ
る
緊
急
経
済
対
策

年

度
補
正
予
算

が
加
わ
っ
て

年
度
は

兆
円
付
近
ま
で

急
増
し
て
い
る
。
ま
た
、

年
秋
に
２
０
２
０
年
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
東
京
開
催
が
決
ま
り
、
長

期
的
な
視
野
が
広
が
っ
た
こ

と
で
、
景
況
感
は
大
幅
に
改

善
し
て
い
る
。

　
建
設
経
済
研
究
所
の
建
設

投
資
見
通
し

年
１
月
公

表

で
は
、

年
度
の
建
設

投
資
を
前
年
度
比

・
７
％

増
の

兆
４
５
０
０
億
円
と

推
計
し
、

年
度
に
つ
い
て

は
消
費
増
税
対
策
で
あ
る

年
度
補
正
予
算
で
か
さ
上
げ

さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
前
年

度
比
１
・
１
％
減
の

兆
９

２
０
０
億
円
と
予
測
し
て
い

る
。
両
年
度
と
も

兆
円
程

度
と
か
な
り
の
高
水
準
に
な

っ
て
い
る
。
建
設
投
資
は

政
府
建
設
投
資

民
間
住
宅

投
資

民
間
非
住
宅
建
設
投

資
の
３
部
門
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。
次
に
部
門
ご
と
に
説

明
す
る
。

政
府
建
設
投
資

　
国
と
地
方
を
合
わ
せ
た
政

府
建
設
投
資
に
つ
い
て
は
、

年
度
は
前
年
度
比

・
３

％
増
の

兆
５
４
０
０
億
円

と
大
幅
に
伸
び
た
。
そ
し

て
、

年
度
に
つ
い
て
は
現

国
会
で
審
議
中
の
当
初
予
算

案
を
見
る
限
り
に
お
い
て

は
、

年
度
当
初
予
算
と
同

程
度
の
公
共
事
業
費
が
確
保

さ
れ
る
見
通
し
で
あ
る
。
ま

た
、
消
費
増
税
に
よ
る
景
気

下
振
れ
防
止
を
目
的
と
す
る

「
好
循
環
実
現
の
た
め
の
経

済
対
策
」
の
た
め
の
補
正
予

算
が
既
に
２
月
６
日
に
成
立

し
て
い
る
。
こ
れ
に
は
社
会

資
本
の
強
じ
ん
化
・
老
朽
化

対
策
、
東
日
本
大
震
災
の
復

興
ま
ち
づ
く
り
、
環
状
道
路

な
ど
の
都
市
イ
ン
フ
ラ
整

備
、
学
校
の
耐
震
化
な
ど
が

計
上
さ
れ
て
お
り
、
４
月
の

増
税
時
に
は
現
実
の
工
事
出

来
高
と
な
っ
て
景
気
を
下
支

え
す
る
よ
う
早
期
発
注
・
円

滑
な
工
事
実
施
が
指
示
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
補
正
予
算
の

か
さ
上
げ
効
果
に
よ
り
、

年
度
の
政
府
建
設
投
資
は

兆
８
２
０
０
億
円
と
予
測
し

て
い
る
。

年
度
比
３
・
５

％
減
に
な
っ
て
は
い
る
が
、

年
度
末
の
補
正
予
算
に
よ

り

年
度
が
大
き
く
か
さ
上

げ
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
反
動

減
に
す
ぎ
ず
、
投
資
水
準
自

体
は
引
き
続
き
高
い
。

民
間
住
宅
投
資

　
民
間
の
住
宅
投
資
に
つ
い

て
は
、
消
費
増
税
前
の
駆
け

込
み
需
要
が
あ
り
、

年
９

月
を
過
ぎ
て
も
反
動
減
は
見

ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、
住
宅

ロ
ー
ン
減
税
な
ど
の
平
準
化

措
置
が
奏
功
し
て
、
持
ち
家

の
伸
び
率
は
前
回
増
税
時

１
９
９
７
年

に
比
べ
る

と
半
分
程
度
で
あ
る
。
な

お
、
貸
家
に
つ
い
て
は
平
準

化
措
置
が
な
い
た
め
、
前
回

増
税
時
と
同
程
度
の
駆
け
込

み
が
生
じ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
結
果
、
１
月
推
計
で
は

年
度
の
着
工
戸
数
を
前
年
度

比
７
・
６
％
増
の

・
１
万

戸
と
推
計
し
て
い
る
。
次
に

年
度
に
つ
い
て
は
、
駆
け

込
み
需
要
の
反
動
減
は
避
け

ら
れ
な
い
も
の
の
、
長
期
金

利
が
歴
史
的
な
低
水
準
に
あ

り
、
ロ
ー
ン
金
利
が
低
い
う

ち
に
住
宅
を
取
得
し
て
お
こ

う
と
い
う
下
支
え
効
果
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
前
年
度
比
６

・
５
％
減
の

・
８
万
戸
と

比
較
的
高
水
準
を
予
想
し
て

い
る
。
な
お
、
今
年
に
入
っ

て
米
連
邦
準
備
制
度
理
事
会

Ｆ
Ｒ
Ｂ

に
よ
る
金
融
量

的
緩
和
の
縮
小
が
始
ま
っ
た

こ
と
か
ら
、
新
興
国
を
中
心

に
為
替
レ
ー
ト
、
金
利
に
影

響
を
与
え
て
お
り
、
わ
が
国

と
し
て
も
長
期
金
利
の
動
向

に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

民
間
非
住
宅
建
設
投
資

　
民
間
の
住
宅
以
外
の
建
設

投
資

オ
フ
ィ
ス
、
店
舗
、

工
場
、
倉
庫
な
ど
の
建
築
工

事
と
鉄
道
、
通
信
、
電
力
・

ガ
ス
な
ど
の
民
間
土
木
工

事

に
つ
い
て
は
、
２
０
０

８
年
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ

ク
に
よ
る
急
落
か
ら
の
緩
や

か
な
回
復
基
調
が
今
後
も
続

く
と
考
え
て
い
る
。

年
度

は
前
年
度
比

・
６
％
増
の

兆
４
６
０
０
億
円
、

年

度
は
前
年
度
比
４
・
５
％
増

の

兆
６
０
０
億
円
と
推
計

し
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
通
販
や
グ
ロ
ー
バ
ル
物
流

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
伴
う

倉
庫
の
着
工
は
好
調
だ
が
、

国
内
工
場
に
つ
い
て
は
生
産

増
強
を
伴
う
投
資
は
ま
だ
少

な
く
、
既
存
工
場
の
統
廃
合

や
耐
震
化
に
と
ど
ま
る
た

め
、
伸
び
は
低
い
。

月
企

業
短
期
経
済
観
測
調
査

短

観

の

年
度
設
備
投
資
計

画
を
見
る
と
、
製
造
業
は
大

企
業
、
中
堅
企
業
、
中
小
企

業
の
い
ず
れ
も
９
月
調
査
に

比
べ
て
下
方
修
正
し
て
お

り
、
消
費
増
税
後
の
景
気
動

向
に
依
然
慎
重
な
見
方
を
し

て
い
る
。
今
後
の
民
間
非
住

宅
投
資
は
消
費
増
税
に
よ
る

影
響
か
ら
ど
れ
だ
け
早
く
回

復
で
き
る
か
に
か
か
っ
て
い

る
。

＊
　
　
＊

　
こ
こ
ま
で
建
設
投
資
の
増

勢
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た

が
、
リ
ス
ク
要
因
が
な
い
わ

け
で
は
な
い
。
一
つ
は
消
費

増
税
に
よ
る
景
気
腰
折
れ
で

あ
る
。
物
価
が
上
昇
に
転
じ

る
中
で
名
目
賃
金
が
増
え
な

け
れ
ば
、
実
質
賃
金
が
目
減

り
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の

で
、
個
人
消
費
に
は
マ
イ
ナ

ス
で
あ
る
。
こ
の
リ
ス
ク
に

つ
い
て
は
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
が

最
近
の
労
使
交
渉
で
も
俎
上

そ
じ
ょ
う

に
載
せ
ら
れ
て
い
る
他
、
政

府
も
経
済
対
策

補
正
予

算

を
講
じ
て
い
る
の
で
、

こ
こ
で
論
じ
る
の
は
控
え
る

こ
と
に
す
る
。
も
う
ひ
と
つ

の
リ
ス
ク
要
因
が
技
能
労
働

者
不
足
で
あ
る
。
こ
れ
は
職

人
の
賃
金
ア
ッ
プ
を
通
じ
て

建
設
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
に

つ
な
が
る
要
因
で
も
あ
る

が
、
一
方
、
民
間
建
築
現
場

で
の
工
事
の
遅
れ
を
招
く
こ

と
に
も
な
る
。


